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財政

●一般会計とは…福祉・教育・
都市整備といった行政運営の基本
的な経費について、市税などを主な

財源として計上している会計です。
●特別会計とは…特定の収入を特定の支出に
充てるため、一般会計と区別する必要がある
場合に設けられる会計をいいます。
●企業会計とは…一般会計や特別会計とは違
い、水道事業は民間企業と同じような経営を
行っています。つまり、どのくらいの投資でどの
くらいの利益を上げることができたかが、大き
なポイントとなります。利益は一時積み立てら
れ、後年、設備投資などに使われます。
●流動資産とは…現金や預金、未収金などの
ことです。
●固定負債とは…修繕引当金のことです。
●流動負債とは…未払金や前受金などのこと
です。
●市債・企業債とは…市が大きな事業を実施
するときに国や金融機関などから行う借入金の
ことです。
●一時借入金とは…歳出予算の支出に充てる
ために不足する資金を一時的に借り入れ、そ
の会計年度の歳入をもって返済するものです。
●基金とは…特定の目的のために財産を維持
し、資金を積み立てたり、定額の資金を運用
するために設けられる資金や財産で、条例によ
り設置できます。

●

財源
●

●企業会計(平成25年度下半期 水道事業会計業務状況）

借　方 貸　方
項目 金額 項目 金額

固定資産 127億 6,874万円 固定負債 5,451万円
流動資産 17億 8,252万円 流動負債 2億 9,276万円

資本金 93億 7,780万円
剰余金
(うち当年度純利益)

48億 2,619万円
2億　428万円

合　計 145億 5,126万円 合　計 145億 5,126万円

【貸借対照表】（平成26年3月31日現在）　　　　

借　方 貸　方
項目 金額 項目 金額

営業費用 6億 2,864万円 営業収益 6億 9,694万円
営業外費用 3,736万円 営業外収益 1,955万円
特別損失 　20万円 特別利益 0円
下半期純利益 5,029万円
合計 7億 1,649万円 合計 7億 1,649万円

【損益計算書】（平成25年10月1日～平成26年 3月31日）　

※消費税および地方消費税抜き。

区　分 残　高
財政調整基金 36億1,910万円
減債基金 3億8,919万円
土地開発基金 1億3,813万円
国民健康保険給付準備基金 2,285万円
一般旅券印紙等購買基金 74万円
その他特定目的基金 12億5,522万円

合　計 54億2,523万円

●基金の状況（平成26年3月31日現在）

※その他特定目的基金とは、学校を建設する資金などの特定の目的
のために積み立てるものです。

会計名 予算額 収入額 収納率 支出額 執行率
国民健康保険 84億 1,825万円 69億 9,489万円 83.1％ 75億 9,140万円 90.2％
後期高齢者医療 6億 5,824万円 5億 7,872万円 87.9％ 6億 3,781万円 96.9％
介護保険事業 73億 8,220万円 60億 9,041万円 82.5％ 65億 7,268万円 89.0％
公共下水道事業 37億 5,758万円 11億　732万円 29.5％ 26億 6,403万円 70.9％
土地取得 3,995万円 3,993万円 99.9％ 3,993万円 99.9％
企業団地造成事業 110万円 461万円 419.1％ 78万円 70.9％
温泉保養センター 2億　      45 万円 1億 7,837万円 89.0％ 1億 9,118万円 95.4％

合    計 204億 5,777万円 149億9,425万円 73.3％ 176億 9,781万円 86.5％

●平成25年度特別会計予算の執行状況（平成26年3月31日現在）

※ 3月31日現在で収入額を支出額が上回っている会計がありますが、これは国・県の補助金などが、４、５月の収入とな
るためです。それまでの間、不足する資金は、会計間での融通や基金の繰り替えなどで運用しています。

市　債 企業債 一時借入金
一般会計 423億7,736万円 水道事業 28億5,642万円 一般会計 0円
特別会計 207億8,184万円 特別会計 0円
合計 631億5,920万円 合計 28億5,642万円 合計 0円

●借入金の状況（平成26年3月31日現在）

その他
2億6,547万円
  3億     434万円

農林水産業費
7億4,700万円
  8億8,419万円

消防費
15億9,563万円
17億4,628万円

土木費
16億9,979万円
44億6,884万円

商工費
29億6,041万円
31億6,646万円

総務費
31億8,509万円
38億5,416万円

衛生費
33億7,605万円
37億6,567万円

教育費
36億9,091万円
53億5,829万円

公債費
60億   444万円
60億 6,487万円

民生費
73億6,896万円
99億8,669万円

73.8％

68.9％

99.0％

89.7％

82.6％

38.0％

93.5％

91.4％

84.5%

87.2％

●平成25年度一般会計予算の執行状況（平成26年3月31日現在）

歳出

⬆歳入
340億2,194万円
395億9,979万円

85.9％

78.0％

⬆歳出
308億9,375万円
395億9,979万円

区 分 名
収入・支出済額
予算現額

■は収納・執行率（％）

☞グラフの見方☜

市債
58億8,174万円
95億9,724万円

その他
16億3,622万円
16億8,653万円

繰越金
11億4,451万円
11億4,451万円

地方消費税交付金
8億6,318万円
  8億6,318万円

繰入金
13億6,044万円
13億7,694万円

県支出金
9億7,232万円
20億6,952万円

諸収入
26億8,689万円
27億   233万円

地方交付税
65億3,269万円
65億3,269万円

市税
101億        755万円
101億2,302万円

国庫支出金
28億3,640万円
35億   383万円

61.3％

99.8％

100.0％

81.0％

99.4％

47.0％

100.0％

98.8％

100.0％

97.0％

歳入予算額に対する執行率は、前年同
月比と比較して 6.8％増加してい
ます。

予算額に対する収納率は、前年同
月比と比較して 8.1％増加していま
す。

●借入金の状況　一般会計の市債残高には、臨時財政対策債のように国から交付される地方交付税の代替財源と
して市債を発行しなければならないものも含まれています（臨時財政対策債の残高は約 137 億円）。
●基金の状況　財政調整基金は、年度によって生じる財源の不均衡を調整するために、財源に余裕がある年度に
積み立てておくもので、市の貯金です（決算額は約 40億円となる見込みです）。

●問い合わせ
【一般会計・特別会計については】
　企画財政課財政チーム
　　☎ 0256・77・8356（直通）
【企業会計（水道事業）については】
　水道局事業課総務係
　　☎ 0256・92・2191
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平成25年度（　　）燕市財政事情平成26年
3月31日現在

燕市の予算執行状況を
お知らせします

借換債
27億484万円を
含んでいます。

（※）借換債とは

既に発行した市
債を現行の利率
のものに借り換
えるためのもの
で、借入額と返
済額を歳入歳出
同額で予算計上
しています。


